
大津信楽線付替工事ニュース
平成29年6月15日

工事名　：　大津信楽線新３号橋工事(大戸川の上空４０ｍを横断する長さ２６７ｍの橋梁上下部工事です。）

ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰは

ＱＲｺｰﾄﾞを読込

み大戸川ﾀﾞﾑ工

事事務所ＨＰへ

今年もまた、梅雨の季節がやってまいりま

した。この時期から、大雨による災害も発生

しやすくなり、十分な知識と準備が必要になり

ます。 当現場では、少しでも皆さんの役に

立てらればと、２年前から河川の水位が分かる

ライブカメラを現場に設置しております。右記の

ＱＲコードを読込んでいただければ、ＨＰ内で、

大戸川上流の河川水位を常に確認して頂く

ことができます。

橋を真上から撮影して

みました。ご覧のとおり、

きれいに円を描いている

のがよく分かります。

橋の外観形状
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信楽方面に向かってどんどん坂道を登っています。

【手順】

ホームページ内のＬＩＶＥカメラ映像→
ＩＤ・ＰＡＳＳを入力→シングルタブ→
プリセット ４(標尺)
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回転変形

回転変形

傾き

①カーブへの対応

カーブが大きくなると、施工中は橋脚は内側

に傾き、ねじれるように回転しようとします。

これらの傾きや回転量を制御・予測しながら

位置管理を行っていきます。

②勾配への対応
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(供用時)の橋げたの高さ

(施工時)の橋げた高さやじろべえのように左右

にバランスを取って張出し

ていく本工法は、コンク

リートの重さや橋のたわみ

量などを事前に算出し施工

を進めていきます。

本橋梁は、上記に加えて、

縦・横方向に大きな勾配を

もっていますので、空中で

の橋げた接合は、高い精度

が要求されます。

完成すると 線の高さになります。

橋げた接合

道がカーブすると遠

心力が働き、車は外

側に飛び出そうとしま

す。外側の路面を内

側よりも高くすること

で、これを防止してい

ます。



現場事務所： 滋賀県大津市上田上桐生町地先
ＴＥＬ： 077-549-1139

大津信楽線新2号橋作業所 ＦＡＸ： 077-549-1152

現場全体写真

工事名：大津信楽線新２号橋下部工工事 (大戸川左岸側の橋梁部分の柱を３基施工しました)

大津信楽線付替工事ニュース 平成29年6月15日

ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰはＱＲ

ｺｰﾄﾞを読込み大

戸川ﾀﾞﾑ工事事務

所HPへ

工事が完了しました

ご挨拶

工事が終わりました。去

年の春より着工し１年以

上の長丁場でしたが無

事完了しました。工事期

間中は、工事への御理

解・御協力ありがとうござ

いました。

現場代理人 小林
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大津信楽線付替工事ニュース 平成29年6月15日

工事名：大津信楽線新6号橋下部その他工事
(付替県道新６号橋の橋台を2基施工します。橋台を施工するための工事用仮橋26mを施工します。)

ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰはＱ

Ｒｺｰﾄﾞを読込

み大戸川ﾀﾞﾑ工

事事務所HPへ

最新の技術は

すごいね～

株式会社 内田組
【現場事務所】 滋賀県大津市上田上桐生町地先

【電話】 077-549-1355
【FAX】 077-549-1355

写真①

3Dスキャナ機器を使用し画像（データ）化しました仮橋を伸ばしています。（写真①より撮影）

【工事の進捗】

巨石の除去終了後、現在は桟橋の設置を進めています。

今回の工事はICT技術を使い掘削を行います。３Dスキャナによる画像デ
ータや掘削位置を掘削機械に記憶させることによりほぼ自動で掘削作業が

出来ます。さらに、掘削した土量も自動計算されます。

従来行っていた掘削位置の目印設置や掘削位置での形状確認が不要となり、

工程の短縮、急傾斜地での作業減少、安全性も向上します。

【今後の予定】

継続して桟橋を設置します。

中旬からは掘削も始まります。

巨石除去完了

３Dスキャナで現況測量

仮橋設置工事

現場

A1橋台掘削範囲

A２橋台掘削範囲 A1橋台本体

写真A

写真A

山の表面が自然に削り取られ硬い岩肌だけが残り急斜面になっています。

県道の通行車両の安全を第一に、慎重に掘り進めていく計画をしています。

傾斜角約47度

（スキーのジャンプ競技場や

チャンピオンコースよりも急斜面で

す） 47度

A1橋台
A2橋台

大戸川

大戸川

大戸川

縦断図

掘削部分

左の写真と同じ視点で作成した立体画像です。

橋台施工図も反映しています。

いったん作成した画像データは視点を自由に変えられます

クレーンも写っています

3Dスキャナ本体（測量器械）
レーザーの照査により地盤の高さ平面位置が把

握でき、立体画像が描けます。測量の現地作業

が大幅に短縮し、作業の進捗がはかれます。

斜面47度

A2橋台施工箇所


